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－  27  －
我が国綿織物業発展の契機
—これまでの研究に対しての再考—
























































































































































































































































－  34  －
2003年などに纏められている。
６　Alexander Gerschenkron , Economic Backwardness in Historical Perspective, The Belknap Press of Harvard 
University, Cambridge ,Massachusetts ,1962 .なお、ガーシェンクロン氏を著名とした「歴史的視野から見た経済的後進性」
の初出は、1952年。
７　中川敬一郎「後進国の工業化過程における企業者活動－ガーシェンクロン・モデルを中心として」、『経済論集』28－３、
1962年。早くも60年代初頭、我が国に中川敬一郎氏によって紹介されている。
８　渡辺利夫『開発経済学』、日本評論社、1986年あるいは、渡辺利夫『現代韓国経済分析』、勁草書房、1982年。
９　末廣昭『キャッチアップ型工業化論－アジア経済の奇跡と展望』、名古屋大学出版会、2000年。
10　以下、ソビエト崩壊後、新しい視覚で精力的に研究をしている塩谷昌史氏の著書（塩谷昌史『ロシア綿業発展の契機』、
知和書房、2014年）を参考にした。塩谷氏は、本文でも述べたようにロシアの綿業の発展は、通説のようにイギリスの
後発国と捉えることに疑問を投げかけている。
11　同前　5－6頁。12　同前　29－31頁。13　同前　54頁。14　同前　37頁。15　以下54－60頁。
16　塩谷氏は、捺染工程についても重視しており、同書でも多くの記述がある。これまでの織物業の研究では、紡績工程や
織布工程についてのみ取り上げている研究がほとんどであったが、織物における捺染・染色は重要であると思う。
17　52頁。18　同前　205頁。19　同前　222頁。20　228頁。21　175－177頁。22　228－229頁。
23　川勝平太　前掲　『日本文明と近代西洋』
24　田代和生「17・18世紀東アジア域内交易における日本銀」、浜下武司、川勝平太『新版　アジア交易圏と日本の工業化』、
藤原書店、2001年。「養蚕技術の克服に挑んだ日本であるが、18世紀後半まで持ち越された」（同前　154頁）というよう
に中国の生糸を国産糸に代替するのに長い年月がかかったのである。これも舶来の製品への憧れである。そのため、膨
大な貴金属を海外に流出させた。
25　山脇悌二郎『辞典　絹と木綿の江戸時代』、吉川弘文館、2002年、124－125頁。
26　川勝平太「明治前期における内外綿関係品の品質」、『政治経済学雑誌』250・251合併号、1977年などを参照。
27　田村均『ファッションの社会経済史』、日本経済評論社
28　小笠原小枝「輸入反物が語るインド更紗の盛衰」、永積洋子編『「鎖国」を見直す』、山川出版を参考にした。なお、小笠
原小枝氏は（小笠原小枝『染と織の鑑賞基礎知識』、至文堂、1998年）を編纂するなどの業績がある。
29　柳田國男（1875～1962）の著名な『木綿以前の事』、岩波書店、1979年は、永原慶二氏（永原家慶二『新木綿以前のこと』、
中央公論社、1990年）や武部善人氏（武部善人『綿と木綿の歴史』、御茶ノ水書房、1989年）などの著名な歴史家に影響
を与えた。
30　同前　13頁。31　同前13頁。32　同前　13頁。
33　吉岡幸雄氏は、『日本の色辞典』、紫紅社、2000年を編纂したすぐれた染色家である。
34　吉岡幸雄「藍と茜－日本人と木綿との出会い」、『別冊太陽　木綿と古裂』、平凡社、1996年、34－5頁　
35　同前　35頁。
36　田村　前掲　87－92頁。37　同前　110－115頁。38　同前　109頁。
39　高村直助「明治維新の“外圧”をめぐる一、二の問題」、『社会科学研究』39－4，1987年。高村氏はこの論文で白木綿の
生産量を減らしている機業地が多いことを挙げ、川勝氏を批判している。しかし、本稿でもみたようにロシアにおける
塩谷昌史氏の研究で、ロシア更紗はイギリス綿織物との競合関係がないように幕末・明治前期の我が国綿織物も同様な
理由で、イギリス綿織物業と競合しなかったと考えるべきであると思う。
40　鎌田由美子氏が近年、精力的に研究しているように南インド産の絨毯が江戸時代にオランダ人によって我が国もたらされ、
今日でも祇園祭の懸装品として用いられていることを実証したようにインドからの鮮やかな絨毯は、江戸時代の人々を
魅了したであろう。（鎌田由美子『絨毯が結ぶ世界－京都祇園祭インド絨毯への道－』、名古屋大学出版会、2016年）
